
日本セラミックス協会ガラス部会フォトニク
ス分科会主催のThe２６th Meeting on Glasses
for Photonics が，２０１６年１月２９日に日本セラ
ミックス協会（新宿区百人町）にて開催された。
このミーティングは，１９８９年１２月に第１回が
開催されて以来，１回／年のペースで開催され
ており，光機能性ガラスのとくに物性面につい
て，かなり深い議論ができる場を提供し続けて
いる。今回の発表件数は７件で，例年より少な
かったが，その分，発表時間も十分取れ，ま
た，質疑応答も非常に活発に行われた。なお，
例年だと招待講演として，異なる分野でとくに
企業からの発表が企画されてきたが，今回は見
送られた。
さて，本報告では，発表件数が少ないことも

あり，すべての発表につき概要をご紹介する。
発表プログラムは，表１の通りである。

豊田工大熊澤氏は，ファイバーレーザへの応
用を念頭に，ガラス中に遷移金属を含む微結晶
を析出させ，透明性と高い発光効率を両立させ
ることができるか検討した結果を報告した。
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表１ 発表プログラム

１．遷移金属添加透明結晶化ガラスの作製とその
発光特性（熊澤正樹，鈴木健伸，大石泰丈（豊
田工大）
２．ボロシリケート系ガラスからのマルチフェロ
イックBiFeO３の結晶化および誘電・磁気特性
（高橋儀宏，高橋哲平，永沼博，安藤康夫，宮崎孝
道，寺門信明，藤原巧（東北大院工））
３．光触媒結晶化ガラスの物性と触媒活性（吉田
和貴１，正井博和２，寺門信明１，高橋儀宏１，藤原
巧１，佐藤和好３，加藤英樹４，垣花眞人４（１東北
大院工，２京大化研，３群大院工，４東北大多
元研）
４．モードおよび伝搬光解析による気泡含有ガラ
ス微小球の非対称WGM（熊谷傳１，Giuseppe
Palma２，Francesco Prudenzano２，岸哲生１，矢
野哲司１（１東京工業大学，２Politecnico di Bari，
Italy））
５．一方向性光結合を示すテルライトガラス回折
格子の作製（大竹真理子１，岸哲生１，矢野哲司１，
松谷晃宏２，西岡國生２（１東京工業大学，２東京工
業大学半導体MEMSプロセス技術センター））
６．積分球精密評価によるCe含有ガラスの蛍光
量子効率とその低下原因（田部勢津久１，Atul D．
Sontakke１，２（１京都大学，２Chimie―ParisTech，
CNRS，Institut de Recherche de Chimie Paris，
France）
７．CaO―Ga２O３―GeO２ガラスのフォトダークニン
グと長残光特性評価（上田純平，橋本篤典，田部
勢津久（京都大学））
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Ga２O３を含むガラスを熱処理することで，γ―
Ga２O３微結晶させる。これにCrや Ni を添加す
ると，それらの遷移金属が８面体６配位サイト
に入り，ブロードな発光スペクトルが得られる
ことを示した。
東北大学高橋氏は，ボロシリケートガラスを

前駆体としたBiFeO３結晶化ガラスの導電相抑
制効果につき報告した。熱処理温度を調整する
ことで，Bi２Fe４O９（導電相）を含まない結晶化
ガラスが得られる。得られた材料の比誘電率，
磁気特性等を評価し，電気磁気効果に基づく分
極変化が起きている可能性を示した。
東北大学吉田氏は，水素製造プラントへ応用

できる光触媒結晶化ガラスの機能性向上につい
て報告した。TiO２，ZnOを含み，還元剤とし
てCを添加したガラスを作製し，熱処理を行
うことで結晶化させる。結晶化する際の還元剤
の量あるいは熱処理する際の還元雰囲気を変え
ることで，結晶への欠陥導入量が制御できる。
もともと欠陥導入していない結晶化ガラスで
は，化学エッチングにより比表面積が増加し，
光触媒活性が１桁以上向上するが，欠陥導入し
た試料においては，同じ光触媒活性を有しつつ
光源に合わせて光学特性も調整することが可能
であると結論づけている。
東工大熊谷氏は，気泡を含有させたガラス微

小球におけるWhispering Gallery Mode 型共
振モードおよびそれとは異なる共振モードにつ
き，シミュレーションによる解析を行った結果
について報告した。ガラス微小球に気泡が導入
されていないときは，WGMファンダメンタル
モードのみが励起されるのに対し，気泡を含む
微小球では，それ以外のモード（非対称
WGM）の共振現象が発現する。これにより，
従来よりも線幅の広い光源を用いても効率的に
光励起できるようになる可能性が示された。
東工大大竹氏は，テルライトガラスに，電子

線リソグラフィー，ドライエッチングにより回
折格子を形成した結果について報告した。
Nd２O３を添加したテルライトガラスに，周期

１．６μmのレリーフ型回折格子を形成し，その
形状，光学特性（回折角度）の評価結果が示さ
れた。
京都大学田部氏からは，Ce３＋ドープガラスの

発光特性につき報告された。Ce３＋を含むボレー
トガラスをさまざまな条件下で作製し，発光特
性を比較することで，ガラス中でのCe３＋の挙
動についての詳細な考察を行った。紫外～青色
領域の発光スペクトルは，ガラス調整雰囲気で
大きく変化し，それはガラスホストの吸収端変
化，Ce３＋の熱イオン化，共存するCe４＋の影響
を受けると結論づけている。テストした試料の
中では，最高で４２％の内部量子効率を示すも
のもあったとのこと。
最後に，京都大学上田氏より，Ca０―Ga２O―

GeO２ガラスのフォトダークニングについての
報告があった。アプリケーションとして長残光
蛍光体を想定しており，通常は結晶酸化物が利
用されているのに対し，ガラス長残光蛍光体が
実現できれば，大面積化，成形性，化学的耐久
性で有利なだけでなく，発光中心として欠陥発
光を利用することで，希土類フリーとすること
もできるというメリットもある。試料は溶融急
冷法をより作製している。この材料は，UV照
射によりオレンジ色の発光を示し，UV遮断後
も５８０nmにピークを持つブロードな残光を持
つ。また，その際に同時に無色透明から茶色透
明に変化するフォトダークニングも示す。EPR
（Electron paramagnetic resonance）の測定か
ら，それらの現象が，NBOHC（non―bonding
oxygen hole center）に関連する現象であるこ
とを示した。

最後に，報告者の感想を一言。ガラスは，古
来より生活のあらゆる場面で使われてきた材料
であり，多くの研究も行われてきたが，未だに
解明できていないこともある奥深い材料であ
る。以前よりこの講演会に参加させていただい
てきたが，毎回目新しい内容が報告されてい
る。一方で，発表件数は，横ばいあるいはわず
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かに減少する傾向にあるのは残念である。これ
は，ガラス材料のアプリケーションとして，イ
ンパクトのあるものが少なくなっていることと
無関係ではないと思われるが，将来，世間の注
目を集めるような新しい材料が出現するかもし
れない。その日のためにも，本講演会のよう
に，基礎的な内容ではあるが，材料の物性を深

く追及するような活動を粘り強く続けていくこ
とが重要であると信じている。
次回の開催日はまだ決まっていないが，例年

通りなら，２０１７年１～２月に開催される予定で
ある。ガラスに関係する研究者，とくに企業に
在籍される方に多く参加していただけるような
講演会となることを期待している。
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